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【一般口演2】 第5席 綿陽出土の鍼灸木人より見た中国古代の医学

東京 申 英秀

中国古代医学の発生とその形成については既に先学によって一定の成果があげられている。しかし前漢

末に完成したとされている、中国最初の医学書である『黄帝内経』の作成過程やその作成状況については、

未だ諸説あって確定していないのが現状である。また、『漢書』芸文志の分類によると、前漢期に黄帝・

扁鵲・白氏の各学派が存在したとされているが、それらが医学の完成期といかに関わっているかについて

も不明のままである。これは従来文献の資料上の制約が原因となっているが、近年いくつかの出土資料が

発見され、これらの問題に対する検討が可能となった。

1973年に中国湖南省長沙県馬王堆前漢墓から大量の医学書が出土した。その内容は『漢書』芸文志の方

技略に載せられている医書名と非常に類似した内容を含んでおり、医学形成期の一端を見せてくれるもの

であった。特に中国医学の特徴ともいえる経絡に関連する「脈書」が含まれていて注目される。1983年に

中国湖北省江陵県張家山出土の「脈書」にも同様の内容が含まれていて、当時の学派の状況を示しており、

これらが『黄帝内経』の経脈の祖型の一つであると推定される。

一方、1993年に中国四川省綿陽市永興鎮双包山から黒色漆塗りの木質人形が出土した。これは人体の約

六分の一の縮尺で、表面に正経が施されている、中国で最も早い時期の鍼灸用人体模型であることがわか

った。この経脈を見ると、足三陰経脈がない、奇経の督脈がある、支脈が五脈記されていること等が、前

記出土医書には見られない特徴であった。この漢墓は李学勤氏の実地考察により、前記医書と同時代のも

のであることが確認されている。またこの出土鍼灸木人による経脈循環と三陰三陽概念は、従来『黄帝内

経』で見られたものと異なったシステムを持っていることが確認された。これらのことから、中国古代医

学の完成期における研究は、再検討を迫られていると考えられるであろう。
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